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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月2日(2015.4.2)

【公開番号】特開2012-212121(P2012-212121A)
【公開日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-045
【出願番号】特願2012-49109(P2012-49109)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５１０　
   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月13日(2015.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　光拡散層を有する偏光子保護フィルムであって、
　反射画像鮮明度測定試験における反射画像鮮明度Ｃｎ（％）の総和値Ｒｃ（％）が以下
の式（１）の関係を満たし、かつ全ヘイズ値Ｈ（％）が以下の式（２）の関係を満たし、
　前記反射画像鮮明度測定試験は、試験片からの反射光の光量を、反射光の光線軸に直交
し、速度１０ｍｍ／ｍｉｎで移動する幅ｎ（ｍｍ）の光学くしを通して測定するものであ
り、
　前記反射画像鮮明度Ｃｎ（％）は、前記反射画像鮮明度測定試験において光線軸上に前
記光学くしの透過部分があるときの反射光量の最高値をＭｎ、光線軸上に前記光学くしの
遮光部分があるときの反射光量の最小値をｍｎとした場合に、下記の式（３）で算出され
、
　前記総和値Ｒｃは、前記光学くしの幅ｎ（ｍｍ）が、それぞれ０．５、１、２である場
合の反射画像鮮明度Ｃ０．５、Ｃ１、Ｃ２の総和値である、偏光子保護フィルム。
　　０≦Ｒｃ≦１７０　　　式（１）
　　０≦Ｈ≦６　　　式（２）
　　Ｃｎ＝{（Ｍｎ－ｍｎ）／（Ｍｎ＋ｍｎ）}×１００　　　式（３）
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